
KDDIはこの度、サッカー日本代表を応援することを目的とした「au BLUE CHALLENGE」の一環として、サッカー日本代表
チームにタブレット20台を提供しました。

6月2日(土)にオーストリアへ出発するサッカー日本代表の躍進を祈り、5月14日（月）サッカー日本代表西野朗監督に
KDDI株式会社の髙橋誠 代表取締役社長が提供するタブレット端末を手渡しました。タブレットを受け取った西野監督は笑
顔を見せながら感謝の言葉を口にすると、これからのサッカー日本代表での積極的なタブレット端末の活用を約束しました。

KDDIでは、今回提供したタブレットを通じ、今後、サッカー日本代表に快適な通信環境を提供することで、限られた期間で
効率的にサッカー日本代表の組織力、個人技術を向上させる為の、質の高い練習環境構築に貢献することを目指します。

昨年12月16日に行われた『EAFF E-1 サッカー選手権2017決勝』では、最新テクノロジーを駆使した新たな試みである
「au Future Stadium」を展開し、サポーターに新しいサッカー観戦体験を提供してきたＫＤＤＩは、選手やチームに寄り添った
サポートも行うべく、最新テクノロジーを駆使した通信の面で選手やスタッフを応援していきます。

ＫＤＤＩは今後も通信技術を生かしたサポートで、サッカー日本代表を全力で応援してまいります。
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au BLUE CHALLENGE
サッカー日本代表チームの躍進を祈り、タブレット20台を提供！

KDDIが通信技術でサッカー日本代表を強力サポート
～プレー分析や戦略伝達の効率化を図り、チーム力向上を応援します～

■au BLUE CHALLENGE
全力を全力で応援する。
懸命なプレーをする選手たちとともに、わたしたちauも挑戦します。
勝利へのサポートから、新視聴スタイルの提案、あるいはプロダクトの開発まで。
auがもつ通信テクノロジーを生かして、「あたらしいサッカー体験」の創出に挑み、
サッカー日本代表を全力で応援していきます。
味わったことのない興奮を、みなさんと。

au BLUE CHALLENGEについて詳しくはこちら
https://www.au.com/pr/soccer/
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